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イナゴ卵寄生蜂Sceliosp.に関する研究(第 1報)
特に寄生蜂成虫の活動消長と環境保件について
彰貞井村
Sadaaki MURAI : Studies on the Egg Parasites (Scelio sp.) of the Rice Hoppers， 
Oxyαjaponica WILLEMSE aI1d Ox抑 veloxFAB悶CIUS.(1) * 
Especially on the Activity Fluctuation of Adults of也eEgg 
Parasites and Environmental Coriditions. ** 
(1)緒 言
イナゴ RiceHopperはイネ Oryzasativa L.その他の作物害虫として東直諸地域に広く
分布しており，その防除などについてもかなり沢山の報告がある.しかしこの害虫の寄生
蜂に関する研究は，応用昆虫学的見地からみて一層興味深いものがある.そしてイナゴ卵
に寄生する寄生蜂については，ハネナガイナゴ Oxyavelox F ABRICIUS の卵に寄生する
Scelio o:rya GIRAULT (RAMACHANDRA 1921)や Chinesegraa hopper， Ox抑 chi憎国isTHUM.
の卵に寄生する Sceliopembe).to巾 TIMBERLAKE(PEMBERTON 1932)などの報告がみられる
が，本邦においては卵寄生蜂の発生は全く知られず，したがってこの寄生蜂に関する研究
は会く行われていない.たまたま1953年8月山形県庄内地方において，この卵寄生蜂が発
見され，しかも新種であることが判明したので，筆者は主とじてこれが生態について研究
を行っている.主主に現在まで調査した結果の一部を取麗めて報告したし、と思う.
本稿を草するに当り，絶えず御懇篤なる御指導と御鞭撞をいただく，本学阿部嚢博士に
深謝の意を表すると共に，寄生蜂の同定及び文献については東京農工大学石井悌博士，北
海道大学渡辺千向博士，農林省農業技術研究所加藤静夫技官にその多くを負い，まずこ東北
大学加藤陸奥雄博士，農業技術研究所深谷昌次博士並びに同所の各技官からは数多くの御
教ー示をいただし、たので，主主に深謝の意を表する.なお年平均気象図作製に当つては，本学
気象研究室から資料をおかりしたのでお礼を申し上けYこい.
(2) Scelio sp.の概設と分布
Scelio宅p. は膜趨目 Hymenoptera，細腰 亜目 Apocrita， シリボソクロコパチ上科
Proctoむypoidea，ク ログマゴパチ科 Scelionideaの島elio属に属する.この属の多くは
直趨目 Orthoptera，パツタ科 Acridiidae の卵寄生蜂とじて古くから知られており，Ox卯
属の卵を寄主とする寄生蜂も 2，3知られている (Uv AROV 1928， PEMBERTON 1932， 
CLAUSEN 1940). 
Scelωsp. は体長 4.0mm内外，麹の開張 5.5mm内外，体は光沢ある黒色を呈し黄白
色の毛を組生する(第1図).触角は雌においては12環節，雄においては10環節から成り，
* Contributions from the Laboratory of Applied Zoology， Faculty of Agriculture， Yamagata 
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柿 Thiswork is.presented .at the annual meeting of the Appl. Ent. Soc. and Appl. Z∞，1. S∞. 
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その形態と色彩の相違によって外観的に明瞭~
に区別出来る.脚は黄褐色を呈するが，制節
は黒褐色をおびている.また麹膜は虹様の光
沢を有して透明であるが，黒色徴毛によりや
や黒ずんでみえる.
発生はいまのところ山形県庄内地方のみし
か分っていない.これは高温なる砂丘地を海
岸にひかえた庄内地方の気候の特殊性による
ようにも推察されるが，イナゴ卵塊からのイ
ナゴ幼生の脱出と寄生蜂である 8celiosp.の
脱出との聞には時期的にかなり‘のズレがある
ので， 他の地方のものについても今後注意し
て調査してみる必要があると思われる.
O.x:yα 属の卵を寄生とする Sceliosp.の阿
Showing the extemal characters' ofSceli 
属は India. Malacca， Malay及び Hawau
などに分布が知られている (UvAROV 1928， PEMBERTON 1932， CLAUSEN 1940). 
なお該虫の Species及び形態等分類学的の詳細こつL ては渡辺千向博士より報告がなさ
れる筈である.
(3) 本邦における Sceliosp.発見のいきさつ
1953年本学部学生菅原勉君がイナゴの勝北状態を調査のため，附属農場水田畦畔部から
イナゴの卵境を採集し，これを実験室において飼育していたところ 6月i5日に至ってイ
ナゴ幼生が初めて瞬、北した. そして断続的て‘はあったがイナゴ幼生の鮮北はその後約1ヶ
月の聞に及び 7月中旬以降の瞬、化は殆んとみられなかった.しかしイナゴ卵境の中には少
未だ幼生の脱出しないものがかなり残っていたので， 水分を補給し，更に飼育を続けたと
Fig.2. 
Newly occourredadults of Scelio sp・emergedfrom the 
白yαeggpods. (aboutx3j4) 
ころ 8月13日午前に至って
寄生蜂の発生がみられた(第
2図).そして室内飼育のイナ
ゴ卵塊から 8celiosp.が発生
した 2，3日後に筆者も農場
水田畦畔部から 2個体を掬取
りその発生を確認した.
(4) 寄主の分布並び
に発生の状態
本邦に棲息するイナゴとし
て素木(1950)によれば，ハネ
ナガイナゴ Oxyavelox FABRI-
CIUS，コパネイナゴ O:iyαj日po・
nica WILLEMSE及びエゾイナ
ゴ Oxyayezoensis SHIRAKIの
3種が記録されているが，山形県庄内地方に棲息するのは， ハーネナガイナゴとヨパネイナ
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ゴの2種である.そして岡崎 (1947)によればヨメネイナゴは平野部に，ハネナガイナゴ
は山麓地に主として分布している.しかlジながら筆者のここ数年の観察では，その分布状
態は最近 2，3 年の聞に著しく 遷移し，平野部中心に近い鶴岡市~~付近においても，両種が
かなり混在してきており，生態学的に極めて興味が深い.
庄内地方における イナゴの発生状態について，筆者が1953年に観察した結果を概略する
と次のようである.即ち越冬した卵境から幼生が瞬イ七しはじめるのは6河上旬で，その後
約 1 ヶ月 f立の聞に殆んど騨化を終る.しかし最も遅い騨化は~9 月上旬にも若干みられる .
9際化した幼生は畦畔雑草地帯主り日を経るにしたがって， 漸次水田内部に移動して稲の葉
を喰害し，，7月中旬~下旬頃から-被害がめだって多くなる.そして早い個体は8月中旬頃
より産卵を開始するが，普通9月上旬頃よ り10月上旬頃の聞に産卵するのが多い.産卵の
最盛期は 9 月上旬~10月上旬頃で，こ の間晴天の 日には数えきれないイナゴが畦畔部に集
り，産卵を行う.10月下旬頃には気温も低下するので，イナゴの数も次第に少くなり， 震
をみる11月中旬~下旬頃には全く姿を消してしまう.1953年におけるイナゴ発生の初日は
6月5日， 終塘日は11月14日で，1954年における発生の初日は6月10日であった.
次に水田畦畔部におけるイナゴ卵塊の分布状態について，1953年9月30日から11月8日
に亙る約40自問i飼育の目的で、採集した卵塊から調査したが，.卵塊の分布は東西に走る睦
畔よりも，南北に走る睦畔に著しく多く分布しており，用水濯に沿った睦畔においては，
用水講側よりもその反対の稲作付側に多い.そして卵塊の大部分は畦畔雑草根の外側基部，
あるいは茎間基部に産下されている.後者の場合卵塊は全く 露出の状態にあり，前者の場
合には一部露出しているか，あるいは僅かに土をかぶっている.通路になって踏み固めら
れた畦畔中央部には全・く産下されていない.
(5) 山形県庫内地方における Sceliosp.の棲息環境
Scelio sp.が発見されたのは鶴岡市北郊にある大学附属農場で，南部は市街地に続き北
方に広くひらけている(第3図).そしてここの農場における1950年から1953年までの， 最
Fig. 3. Showing. the habitat of Scelioャ.
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近4ヶ年間の気象状態を取麗めると第4図のようになる.
ここの農場は普通の年で約3ヶ月位雪に埋れている.降雪量は年により異るが，大体
1m前後となっている.気温の最低は2月に観測されるが， 3月になると日照時間も急に
も増加し，最低気温も O'Cを越すよ うになる
/ニコニ¥ー¥
乱
セ
30 
y!即必田町。ωFR血A工民NFA1L
2千¥¥¥e
-'.、、¥、，〆
10却cト ¥、¥、¥、¥、/〆/
A四RACEHUMIDITY 
? ? ? ? ? ? ? ?
??
?
?
?
????
?
??
???
?
?
?
?
?
?
??
「
?
?
?
1/ 必 IV V 11 !It Vh7 1)'、X XI X1i 
Fig.4. 
Annual succession 'of dimatic conditions of the 
habitat. 
2 ので， 中匂頃には雪もすっかり融けてしま
う.3月下旬頃から 4J'l上旬頃にかけては
肺 気温も急に上昇するので，畦畔部にはシロ
ツメクサ Trifolium repens 1.， ウシノ
ケグサ Festuca 0旬ina1. オトギリヅウ
Hy戸ricumerectum T即 NB. などが芽を出
しはじめる.水田首代はこの頃耕起され種
が播カ通れるが，時k霜が降り る. 4月下旬
70 頃になるとキ リウジカガンボ、 T'ipula α~no-
ALEXANDER が羽化をはじめ，用水溝に沿
った畦畔や，未だ耕起されない水田水溜り
などに産卵する.スズメノテツポウ Alope・
C1truS fulvωSM. サギゴケ‘Mazus
miguelii MAKINOなどの雑草はこの頃花を
つける.5月になると気温も上昇し， 日照
時間も年間の最高を示すので，害虫の発生
もめだって多くなる. 5月中旬頃には苗代
の稲も 7~15cm 位に仲長し，イネハモグ
リノミエ Agr，側 yz，日ω"yzaeMUNAKATA の産
卵がはじまる. この頃イネドロオイムシ
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Lema oryzae KUWAYAMA の成虫も出現し==-カメイチユウ Chilosimplex BUTI_ER の蛍
光灯への飛来もみられる.イネノアオムシ Narangaaenescens MOORE も相前後して出現
する.田植は普通5月下旬から 6月上旬にかけて行われる.この頃畦畔で、は越冬した卵塊
からイナゴが騨化をはじめ， 5mm前後の幼生が雑草の聞を活動するのがみられる.一方本
回においてはイネハモグリパエの踊化が盛んになり，イネドロオイムシは卵から瞬イ七しは
じめる. 6月は梅雨期に当るので， 日照時聞は減少し，降水量は急に増加， 気温は200C前
後を示す" 7 月中旬になると稲は 58~73cm 位に伸長し，イネドロオイムシの多くは踊ィι
を終り，イネハモグリノミエは羽化をはじめる.イナゴの被害もこの頃からめだってくる.
そして一日の最高気温もしばしば.30'Cを越すようになる. 7月下旬から 8月上旬頃にか
けては揺は 115，.120cm位に伸長し， 日射を受ける畦畔上には丈の低いサギゴケ MazuS' 
mique悩 MAKINO， アキメヒシパ Panicmnglabrum GAUD，オオバコ Ptantagarw.jm" Lr 
Var. αS'Iat伽" DECNE， forlnα 惜 ex MAKINO ウシノケグサ F制問団側叩1.などの
雑草が一面に繁り，日射を余り受けない畦畔や、，温気の多い用水溝の側にはアゼカヤツリ
Cy戸rusglobosus ALL.， ミゾソパ Polygonumthunbergii SIEB. et ZUCE.，グゴボウ Lud仇g1α
prost1叫aROXB. チゴザサ Isaohηesustralis R. Rr. などの雑草が 30-50cm位に伸
びている.稲刈は普通8月下旬頃からはじまり， 9月中句頃に終了するが，この頃イナゴ
@ 
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の交尾，産卵活動が活濯に行われる.10月上旬過ぎにはイナゴの産卵も峠を越す.11月に
は降霜，降震があり，時々降雪もみられる.1950年から1953年までの 4ヶ年聞の年平均気
温は 13.04T，年降水量は2185.6mmとなっている.
(6) Scelio sp.の活動消長と理境条件
?，?
?，?
B週期活動
Bcelio sp.は畦畔雑草の間，あるいは地面を敏捷に飛朔し， 歩行するので野外自然状態
下での観察は，その数的取扱いに困難である..それで筆者は高さ 24.5cm，直径17.0cm，上
部に金網蓋のついた飼育瓶の底部に浅く土を入れ，これに丈の低いアキメヒシパやコケオ
トギリHypericumjaponicum Thunb. forma Yabei MAKINO.などの雑草を植え，この中
に Sceliosp. 20個体を放して，朝夕は連続に，また日中は30分"'1時間毎に活動個体数を
数え同時に環境気象条件を測定した(第，5:図).観察は1953年8月24日， 25日及び30日に行
ったが， 野外自然状態下のものについては9月9目から29日に至る約20日間，時々連続し
て毎回のように観察した.なお暗室内及び夕刻より夜間にかけ実験室内において，照度と
Fig. 5. Observation on the diurnal rhythm of activity in Scelio sp. 
活動との関係をも吟味した.気温及び湿度はアツスマン通風温湿計，日射量は無気黒球日
射温計及び白球日射温計によって測定し， 風向，風速は中浅式風向風速計によった.照度
計は横前電気製作所製のものを用いた.調査結果を示すと第6図のようになる.
a) 8月24日. 14時頃には乱層雲，巻層雲が薄く空をおおい，薄日が射し，何れの虫も
雑草葉上， あるいは地面を歩行， 飛掬していた.15時には気温は低下したが，雲が切れ，
日射戟しく ，虫の活動は活穫で殊に飛朔活動が盛んであった.16時頃からまずこ雲に'おおわ
れ，日射もなくなったので活動は著しくにぶくなった. 17時30分頃には飛朔は全く不可能
となり 8個体は静止休息した (照度 3，OOOLux).18時には気温も 21.20C に低下し，照
度ほ 1，800Lux内外となり 7個体が僅かに歩行していた. 18時15分に日は西山に没し，
18時30分に気温 21.00C，照度 295Luxで全部の虫が雑草業鞘の間際，あるいは飼育瓶の蓋
裏に静止休息した.
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Fig. 6. The diurnal rhythm of activity in Scelio sp. and its environmental meteorogical factors. 
b) 8月25日.昨日に引続いて曇っていたが 7時頃から10時頃にかけて時k雲聞を透
した薄日が射した.14時頃から雲は消失して晴天となり，日没に至るまでの3時間ばかり
の間，かなりの日射があった.まず4時30分に気温16.30Cを示し，風は全くなかったので・
雑草上には一面に露が降りていた.5時20東方山上に日の出があり，5時30分に気温19.30C，
照度 1，350Luxを示したが虫の活動は全くみられなかった.近〈 の雑草葉上ではヨパネイ
ナゴの徴動がみられた.Scelio sp.の最初の 1個体の歩行は， 雲が切れて日射があった7
侍08分にみられた(気温 20.00C).7時30分には気温も上昇したので，日陰の部分に静止休
息している 7個体を除いて全部の虫が歩行をはじめ 1個体は飛掬した.なおこれよりさ
きの7時19分に交尾活動がみられた.9時頃から 2-3m/sec の東風が吹きはじめたが，
かなり強い日射があ り， 気温も急戟に上昇したので，日陰の部分に休息していたさきの7
個体も活瀧に歩行，飛朔を行った.10時には雲を透した白射があり，気温も幾分下降した
が活動はやはり活穫であった.しかしながら 日射を避けて雑草の葉鞘間障に入り込み，静
止休息した2個体があった.その後は高層雲が厚く空をおおったので，12時頃まで気温，
日射量ともに減少し，虫の活動はにぶり，飛掬している個体は僅かしかみられなかった.
14時には雲も切れ直射日光が戟しく射したので気温もこの日の最高を示し， 虫の活動は
極めて活護であった.15時には薄雲が空をおおい，気温も下降しはじめ，飛朔は僅か3個
体にみられただけであった. 17時頃から 日も傾き，日陰部を作りだしたので 3個体は雑
草葉鞘の間障に入り込み静止休息してしまった. 17時30分には全く の日陰となり，飛朔ば
殆んど不可能に近い状態であった.18時には気温も 21.00Cに下り全部の虫が休息した.
この時のj照度は 1，310Luxで，18時16分に日没となった.
c) 8月30日.この日は早朝から東風が 2-3m/sec位に吹き， 時k突風があった.空
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は高層雲におおわれ9時頃まで1日射もなかった.主空は地上とは反対に西風が強く吹いて
いた. 9時一寸すぎに雲は東方に流れたlので，その後は号郎、日射を受けた.この日最初のに
ぶL、歩行がみられたのは6時49分で，気温は 19.00C，黒球目射温計は 21.00Cを示してい
た.活動は雑草葉j二の 1個体と，飼育瓶蓋裏の際聞に休息していた1個体にみられた. 7 
時15分之24分に雲を透した薄日が射し， エ~4 個体の歩行があった. 7時30分には9個体
の歩行と 1個体の触角の微動がみられた.飛期動作を行う虫もみられたが，殆んど不可官官
で落下した.最初の飛朔は8時25分に 1個体観察された. 9時15分に雲が切れ，この時刻ー
から強L、日射を受けた.9時30分には気温-23.0oC，日射量も急戟に増加したので，雑草菓
鞘、間際に休息している2個体を除いて， 活穣な歩行，飛朔活動がみられた.9時45分頃か
ら雲が陽光を遮り.10時には気温， 日射量ともに減少したが， 14時45分に薄日となるまでの
約 4時間の間，強い直射日光が射し，気温，日射量も著しく増加し， この間虫の活重力は掻
めて活穫であったが，稿k興奮状態を呈していた.そして1時には日陰部に逃避休息の2
個体がみられた. 15時頃には気温，日射量も急戟に下降したので，飛朔活動はにぶくなり，ー
、半数以上の偲体が歩行していた.16時には日も傾き， a陰を生じたので，歩行のみ緩慢に
行われ 1個体は静止休息した.その後は気温も低下し， 17時30分には4個体の徴動を除
いて，何れも静止休息したH 全部の虫が雑草の葉鞘間際， あるL、は飼育瓶蓋裏で休息した
のは18時で，この時気温は 20SC，照度は 2，100Luxを示していた.
i.野外自然状態下における活動
野外における ScelioS]J.の活動について， 1953年9月上旬から下旬にかけて約20日間観
察した.この聞の天候はこの虫の活動には，余り好条件とはいえなかった.即ち一時的に
も降雨をみた日は18日を数え，上旬の5日 7日にはかなりの降雨があり，また中旬の14
日， 178， 18 日及び19自には 15.4~21.8mm の降雨量をみた.そして下旬には鴎風13号の
来襲があった.まず中旬の降雨日には平均気温も 200Cを降っており，日中の最高気温は
21.6~24.0oC の間にあったが，虫の活動はみられなかった.下匂には鴎風の影響を受け，
風速 5.5~8.5m!sec で; 10時の気温は27日の 19.30Cを除いて 200Cを越していたが，虫
の活動はみられなかった.約20日間の野外観察中 Scelios]J.の活動がみられたのは 9，10， 
1， 12， 15， 16， 20， 21， 28白及び29日の10日間で，何れの目も日中は薄日，もLくは晴
天であった.そして中句の 日には早朝の最低気温は 13.2~18.7OCを示Lていたが;10時頃
には 21.6~25.30C に上昇したので，この時現j頃から活動がみられた.風も大抵の自には
1.，....，，3m!sec 位に吹いていた.下旬の 自には早朝の最低気温も8.8~15.10Cに下り， 11時前後
に至つてはじめて 200Cを越したので，この時現j頃から活動がみられた.なお上記観察期l
問中最も多く個体数を数えたのは12日で，当日は薄日で‘あったが10時に気温 23.80Cを示
L，第3図に示した畦畔部約 1mの間隔に8個体を数えた.そしてその何れもが雌であっ
Tこ.
ii. 照度と活動
1953年8月25日及び26日に暗室内において観察し， 1954年8月12日夕刻より夜間にかけ，
実験室内において更に検討を加えた.供試しずこ Scelioslんは20個体でイ、型飼育瓶内に放飼2
しTこ.
即ち活動可能有効温度内(約 200C 以上1においては照度 OLuxでも18個体の歩行がみ
応れ 2個体は静止休息した.'20Lux 内外においては19個体の活動がみられ，そのうち
一7
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2--3個体は飛掬するのがみられた.400Lux 内外においては，活動は極めて活穫で，全部
の虫が歩行，飛朔を行った.しかし照度計に感じない殆んど暗黒状態のもとにおいては，
金部の虫が静止し，活動は全くみられなかった.また斜方から光線を照射し，途中に障碍
物をおし、て放飼容器の受ける照度を夫~ 400Lux， 200Lux及び 50Luxとしたところ， 何
れの虫も 400Lux側に集り歩行，飛朔活動を活穫に行った.なお急に光線を遮ぎると，反
射的に逃避反応を行い， 時には擬死の状態を呈する.かかる反応は野外においてもみられ，
野外では雑草の根部，あるいは葉鞘間際に逃避する.
(7) 山形県庄内地方における Sceliosp.の発生時期
飼育していたイナゴ卵境から 8celiosp.が初めて発生したのは1953年 8月13日で，飼脊
卵塊からの 8celiosp.の脱出は，その後約20日聞に及んだ. 1954年における発生初日は，実
験室飼育のものが8月12日で， 1953年より 1日早い. しかし野外睦畔部における発生はこ
れより幾分遅れ， 1953年においては 2~3 日遅くなっており， 1954年においては8月27日
午前に東西に走る畦畔において 1個体を初見した.これは1953年より12日程遅いことにな
るが， 5， 6月及び7月が低混に経過Lたためと思われる.1953年野外畦畔部の掬取り及び
観察の結果によると島eliosp.が最も多くみられたのは 8月中旬から 9月中旬の聞で，
10月上旬には全くみられなかっTこ.1953年における終熔日は9月29日で， 1954年のそれは
10月2日であった.ただ例外として脱出不能の状態に陥っていた 8celioS]J. 15個体が，
1953年10月7日東西に走る畦砕において，イナゴ卵塊採集中に 1卵塊より得られた.これ
は卵塊が乾固に過ぎたために引起されたものと思考されるが，8celio ，sp.の生存日数と上
言己発生の時期を併せ考えると年間2回目発生の新成虫の脱出不能のもののようにも推察さ
れる.
(8)ー般考察
1) 8celio sp.の寄主について
山形県庄内地方におけるイナゴの発生時期については，既述したように越冬卵塊から贈
北をはじめるのが6月上旬頃，産卵の最盛期は9月中旬--10月上旬，終鳩期は11月中句頃
で，これは勝又・石川 (1935) の石川，滋賀，三重の各県及び群馬県におけるものと著し
L 、大差は認められない.
イナゴ卵塊の畦畔における分布状態については，山根 (1936)，横尾 ・森田 (1939) など
わ朝鮮における報告がみられ，庄内地方のものについては菅原 (1954) の調査がある.そ
して山根氏は卵境の分布密度は西，北，東，南のjI頭に低くなっていると述べ，横尾・森
田氏は西，東.北，南のjI頂，また菅原氏は東，南，西，北のl瞭に低いと述べている.筆者
はイナゴの産卵期終了頃から卵塊約 300佃を採集し，横尾・森田氏と同様の結果を得，更
に用水港に沿った畦畔で'V'J:，用水溝の側よりも，その反対の稲作付側に分布密度の高いこ
とを調査した.菅原氏と筆者との相異は，菅原氏の調杢には用水溝に、沿った畦砕をも含め
たためと思われる.
しかして横尾・森田氏は春先の畦畔地表温度を測定し，温度の低い畦畔に卵塊分布密度
が高いことから，温度が分布の要因だろうと推論されている.しかし産卵期頃の調査は
みられないようである.筆者はイナゴ産卵期頃の畦畔を調べ，イナゴ成虫及び卵塊の畦時
における分布状態が， 、植生，土性などと極めて深い関係にあるように推察した.このこと
は同一方向の睦畔においても，雑草の繁茂悪く ，土壌硬く，また湿潤していない之ころに
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は，成虫及び卵塊の分布密度が低いことによって裏付けられると思う.卵塊の産下深度に
ついては詳細な調査はしなかったが，既述したように露出状態にあるものが多く観察され，
これは Sceliosp.の分布，更には寄生率にもかなりの影響を及ぼすものと思われるが，現
在調査を続行中である.
2) Scelωsp.の日週期活動について
Scelio sp.の活動と環境条件との関係については未だ同属のものについても解明されて
いない.Scelio sp.の活動は，第，6図に示したように，全般的にみて昼間活動性の昆虫に
みられるように，気温の上昇，日射量の増加にしたがって活穫になり，これに逆降する場
合にはにぶくなっている.そして野外における活動の開始，あるいは終了には， 200Cを昇
降する気温が徴妙に関係しており，この温度より低温の場合には Sceliosp.の活動は殆ん
どみられない.筆者は1953年8月10日 9月10日， 13日及び21日に野外畦畔部より採集し
た 8celiosp.を用い， CHAPMAN. (1926)， PARKER (1930)，元村 (1938)及び加藤(1938)等の
方法にしたがい 4分間にrcの割合で上昇するようにして，温度変化に伴う虫の活車段
階を調在したが(第1表及び第7図)，野外における活動開始，あるいは終了の温度とi昆」支
反応の結果とがよく一致しているように思われる.
Table.1. 
Activity gradients of adults of the Scelio sp. according to the temperature raising. 
(Confidenc巴ofcoe任icient: 95%) 
Phase of activity 
Begining of cold stuper 
Very slight movement of antenna and extremity 
Keeps the body in normal position 
Crawling and walking 
Flying 
EXj亡itemet
Keeps the body in abnormal position 
Death by heat 
| Te叩 r…ran訂昭geC沼
S注唱iat訂m中plemean I Co叩nlfid巴nce1日imitsお  
5.40 3.91-6.89 
9.67 7.57-11.77 
18.07 17.79-18.35 
20.58 19.19-21.97 
23.00 20.52 ..~5.48 
33.62 28.3θ-38.85 
45.93 44.65-47.21 
47.47 46.93-48.01 
しかし 8月初日の 6時49分に気温 19.00Cで2.個体の歩行が観察された.これは温良反
応に示した活動の低温限界よりも幾分低くなっている.しかし同時刻に黒球日射温計は既
に21.00Cを示しているので，虫の体温は気温よりも高い状態にあったものと思i考される.
一般昆虫の活動がその体温に規制されることは UVAROV(1928) が既に指摘しており，加
藤 (1937，'4la， '4lb)はヤツデ Fatsωjaa伊 η仰の花に集るハナアブ Er耐alωnyiatena.'l: 
L.， ・及びクロノミェ Oalliph01"αlat:L Coq~jtlett などの活動において，更に加藤氏はヒメマ Jレ
カツヲプシムシ Anthrenusverbaci L.，及びイチゴハナグウムシ Anthonomusbisiqnザer
SCHENKLING の体温測定においてこれを立証されている. このことは8月25日及び30日の
早朝における Sceliosp.の活動において，日射部位にある個体が既に活動を開始している
にもかかわらず，雑草葉鞘の間際，あるいは飼育瓶蓋裏の日陰部においては，依然として
静止休息の個体がみられることによっても首肯されると思う.
次に日中における Sceliosp.の活動，殊に飛朔活動は，気温の上昇，日射量の増加に比
例して活濃になっているが 8月25日11時， 12時及び13時にみられるように，雲によって
日射が遮断されると活動が著しくにぶくなる事実は， PARKER (1930)の瞳虫の活動，あるい
は森(1946)のクロスジヒグナガトピケラ Leptoceridaesp.の飛朔が雲によって中止される
9 
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のと類似しており，また強い日射のも
とにおける興奮状態と思われる行動
や， 日射量が急載に増加した場合，あ
るし、は日射の継続する場合に，雑草の
葉鞘間際など日陸の部位に逃避して活 i
動を休止する現象は，加藤(1943;のヒ
メマルカツヲブシムシ，福島(1947)の
ヒメクサキリ H印刷・ocoγyphusjezoe'lsis
MATSUMURA et SHIRAKI，あるいは村
井 (1952)のヒメコガネ .AnomalaTufo-
cupr回 MOTSCHULSKYなどが，強烈な
日射のもとにおいて，葉の裏側や下部
に潜伏するのと類似している.このよ
うな現象は明らかに高温による活動抑
制を示すものであり，温度反応におい
て 30Tを若干越したか，越さない頃
から正常活動が阻害されるのは，これ
をよく裏付けしていると思う.
照度は8月下匂から 9月下旬頃まで
のScelωψ.の活動には， 2次的な影響
しか及ぼさない. これは第6図の日週
期活動からもうかがし、知ることが出来
る.しかし日夜活動有効混度内(約200C以上)にある 8月中旬頃においては， 日週期活動
を支配する最も重要な因子に変るものと思われる.これは照度と活動の項(6.ii)で、述べた
ように， 1954年8月に検討を加えたものである.趨光性及び陰影反応も明かに認められる.
湿度は直接的にはこの虫の活動に関係ないものと息われる.
風雨が昆虫活動を阻害することは，既に LUNDIE (1925)が指摘しており，加藤 (1937少
'4lb) はヒメハナパチ Halictuskatoiの採密活動や，イチゴハナゾウムシの産卵活動など
が風雨によって抑制されることを報告している.また湖山 (1943) のイネハモグリパエの
研究もみられる.Scelωsp.，については9月中句の降雨日に観察したが，日中 240C前後
の活動好適温度内にあっても活動はみられなかった.一方晴天日早朝に雑草葉上におりた
露は，8celio sp.の歩行活動を著しえ阻害する.風は 2'""-'3m/sec前後においては，さし
たる影響はみられない.
3) Scelio勾).の発生時期について
8celio sp.の日週期活動(第6図)及び温度反応(第1表及び第7図)によると，8C1lio sp. 
の活動は約 200C前後において開始される.これを山形県庄内地方における年平均気象図
(第4図)に当てはめると，理論的には6月上旬から 9月下旬頃まで活動が可能である.
しかしながら1953年における発生初日は8月中旬，終臆期は9月下旬であり，その発生の
期間は僅か2ヶ月足らずに過ぎない.そして 9月下旬の終熔は，1E常活動可能の最低限界
温度(約20T)によく一致している.しかし 8celiosp.の発生初日と，活動可能の理論値
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即ち6月上旬との聞には約2ヶ月間のズレがあり， これに反してイナゴの産卵時期に略k
一致しているのは，応用昆虫学的見地から極めて興味ある問題と思われる.これは 8celω
$[J.の経過，習性とその寄生性などによるものであろうが，これらについては将来更に調
査して明確にLtこし、と思う.
(j})摘 要
?
??。
本邦で未だ発生が知られていないイナゴRicehopperの卵寄生蜂が， 1953年8月13日偶
然にも山形県鶴岡市にある山形大学附属農場で発見されたので，その生態学的研究を行っ
た.殊に寄生蜂の寄主であるイナゴ卵塊の分布状態，棲息環境，寄生蜂成虫の日適期活動
及び発生時期などについて調査した.なおこの卵寄生蜂は石井悌及び渡辺千尚両博士によ
り，8celio sp. と同定され，しかも新種であることが判明した.
1) SceliοS[J.は山形県庄内地方に棲息しているコパネイナゴ Oxyajaponica WILLEMSE 
及びハネナガイナゴ白7抑切loxF ABRICIUS の両種の卵塊を寄主としている.庄内地方に
おけるイナゴの発生状態は， 1953年の調査によると 6月上旬頃に越冬卵塊から幼生が騨
化しはじめ，早い個体は8月中旬頃から産卵を開始する.そしてその最盛期は， 9月中旬
から10月上旬頃で， 11月中旬頃には全く姿を消してしまう.
2) Scelio sp.の寄主であるイナゴ卵塊の畦畔における分布状態について調査したが，
東西に走る畦畔よりも，南北に走る睦畔に分布密度が高く，用水濯に沿った畦畔におL、て
は，用水溝の側よりもその反対側，即ち稲作付側に多く分布している. これはイナゴ産卵
期における畦時雑草の繁茂状態，土壌の性質及び湿潤程度などと深い関係があるように思
われる
3) Scelio伊.の自適期活動には，気温及び日射量が深い関係にあり，風雨，湿度なとは
2次的な影響を及ぼすものと思われる.照度は日中の気温が活動有効温度以下(約2ぴC以
下)に下降する時期には2次的な影響しか及ぼさないが，日夜活動有効温度内(約200C以
上)にある時期には，活動支配の要因に変るようである.趨光性及び陰影反応は明かに認
められる.
4)一般に Sceliosp.の活動開始には 200Cを僅かに昇降する気温が微妙に関係してい
る.これは温度反応に示した結果に略々一致する. 日中における活動は，気温の上昇， 日
射量の増加に比例して活濯になるが，高温あるいは強い日射時には活動が阻害され， 日陰
の部位に逃避する.
5)温度反応によれば，8celωsp.の活動は goC前後の徴動にはじまり， 180C前後でE
位となり， 20oC前後において歩行を開始する.そして飛朔は 230C前後にはじまり， 330C 
前後で興奮状態となり， 460C前後で不王位となり ，4TC前後の熱死に終る.
6)上の温度反応の結果を庄内地方の年平均気温図にあてはめると，理論的には 6月上
旬頃から 9月下旬頃まで活動可能の状態にある.しかしながら実際の発生初期は，約2ヶ
月間遅れて8月中旬頃となっており，むしろイナゴの産卯開始の時期に略々一致している.
終熔時期は理論値と野外での観察とが全く一致している. このことは 8celiosp.の経過，
習性及びその寄生性とともに極めて興味が深いように思われる.
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Summary 
This is the仕streport 011 the egg parasites of the rice hopp巴rs，Oxya japoniaa 
WILLEM白血dOxyαvelox FABRICIUS from Japan. ln August of 1953， egg parasites， 
as shown in Figs， 1 and 2. were discovered from the farm of the Faculty of Agricul. 
ture， YamagataUniversity in the city of Tsuruoka， Yamagata Pref. North-east Japan. 
The nature of habitat of Saelio sp. is shown in Fig， 3. 
ln the pr田entpaper the results of the ecological studies of the adults of the 
egg paiasites are shown. A special study was made on the host， habitats， relation of 
diurnal activity to theenvironmental factors， • temperature reaction and period of the 
appearance. This insects was identified as the Saelio sp. by Dr. Tei 1SHII and Dr. Chihisa 
WATANABE， and moreover it is cleared that it must be a new species. 
1. Saelio sp. is a parasitism both the egg pods of the rice hoppers Oxya japoniaa 
W ILLEMSE and Oxy日明loxFABRICIUS， which are inhabiting in Shδnai districts， but 
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theseasonal prova1ence of the rice hoppers was nQt known exact1y. 
1n 1953， according to the investigation of the auther， the rice hoppers begins 
haching since early of June and oviposition begins from the middle of August. And 
the larger number of individuals苧beginthe oviposition from the middle of September 
to the early of October， but the rice hopper is not seen in the field in the middle 
of November. 
2. According to the obsenration，社le'distribution density of the egg pods of the 
rice hopper in ridge on the field is higher in the ridge which runs from south t。
north.than出atwhich runs from east to west. And in the ridge along the ditch， it
is higher on the opposite side of the ditch than that of ditch side. 1 think that it is 
deep by concerned' to. the growth condition of the grass， disposition and humidity of 
the soil etc. from August to Octob巴r，though it is ovipositing season of the rice 
hoppers. 
3. It seems that， the diurnal activity of Soelio S]J. is governed primarily by the 
air temperature and solar radiation and secondarily by wind vel侃 ity，rainfal1 and 
humidity， etc. (Fig， 6). But the illumination intensity is governed secondarily when 
the daily temperature is down and reach to the zone of e任ectivetemperature of acti-
vity， namely about 20DC， and the daily temperature is held above about 20DC， namely . 
about middle' of August， itis governed primarily. Moreover this insects shows positive 
phototropism and shading reaction. 
4. 1n general， 8celio sp. begins to activate when the air temperature reaches 
about 20DC. This temperature was found to coincide to the theoretical temperature 
of wa1king of Soelio sp. which is determined by the temperature reaction experiment， 
And the diurnal activity of白isins配tincreased according to仕leincrease of tem-
perature and solar radiation， but the activity decreases in the time of high temperature 
and solar radiation becoriles vigorous. 
5. According to the e却 erimentof the temperature reaction， the slight movement 
of this insect begins at about 9DC， .keep the body in normal position at about 18DC， 
and wa1king begins at about 20"C. And flying begins at about 23DC， excitement is 
seen at about 33DC， keep the body in abnormal position at about 46DC and heat stupor 
at about 47'C as shown in Table 1. and Fig， 7.
6. Therfore， iuShonai district， intrinsic function of Soelio sp. is possible for rather 
a long period from early of June to the end of September. But the begining of appea-
rance of this insect， namely middle 0 
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